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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20222022 88
会員数935名会員数935名

▲館山湾花火大会（8月8日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（0.5％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.21％（令和 4 年 8月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇『第58回館山湾花火大会』を3年ぶりに開催！
　　　～皆様のご協力ありがとうございました～

◇館山観光まつりのイベント報告
◇潮流を読む
　 ～『新しい資本主義』の支援・促進策で『目詰まり』は解消するか～

　 LOBO ６月結果　
◇業況ＤＩは横ばい　～コスト増が重荷に～
◇「小規模事業者持続化補助金」がつかいやすくなりました

◇事業の再構築に挑戦する皆様へ
◇（仮称）「たてやま海自カレー」事業説明会・試食説明会開催

◇職場のかんたんメンタルヘルス

令和4年7月31日現在令和4年7月31日現在



会 議 所 だ よ り
令和４年 8 月 10 日（2）

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427

自動車買取致します自動車買取致します

　

全
国
各
地
で
花
火
大
会
が
中
止

さ
れ
る
な
か
、
皆
様
の
熱
い
想
い

に
後
押
し
さ
れ
、
館
山
湾
花
火
大

会
は
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ご
協
賛
は
３
２
２
件
の
個

人
・
企
業
・
団
体
等
か
ら
、
総
額

９
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
館
山
湾
花
火
大
会

は
、
県
内
で
も
最
大
規
模
の
花
火

大
会
（
打
上
数
約
１
万
発
）
と
し

て
、
次
々
に
打
ち
上
が
る
ス
タ
ー

マ
イ
ン
や
、
大
音
響
の
水
中
花
火

を
一
目
見
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら

多
数
の
観
客
で
賑
わ
う
、
館
山
市

を
代
表
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
２

年
間
開
催
が
見
送
ら
れ
、
本
年
３

年
ぶ
り
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
が
、長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

変
化
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
る
自
粛
期

間
の
影
響
で
、
地
域
経
済
が
疲
弊

し
て
お
り
、
資
金
面
で
の
縮
小
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
他
、
感

染
拡
大
の
防
止
に
も
配
慮
が
必
要

と
な
り
、
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て

観
客
の
皆
様
に
感
染
予
防
対
策
を

呼
び
掛
け
、
安
全
な
大
会
を
目
指

し
ま
し
た
。
結
果
的
に
観
客
の
皆

様
が
密
集
す
る
時
間
を
最
小
限
と

す
る
た
め
に
打
上
時
間
を
30
分
に

短
縮
、
打
上
発
数
も
２
千
発
と
こ

れ
ま
で
に
比
べ
減
少
さ
せ
る
こ
と

で
大
幅
に
大
会
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会

運
営
・
警
備
を
専
門
業
者
に
外
部

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な

大
会
運
営
と
関
係
者
の
負
担
軽
減

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
平
時
に
は
程
遠
い

状
況
で
す
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
花
火
大
会
の

開
催
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
夏
の
館
山
を
彩
る
一
大
行
事
と
し
て
、
市
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
観
光
客
か
ら
も
絶
大
な
人
気
を
誇
る
恒
例
の

『
館
山
観
光
ま
つ
り
』
の
メ
イ
ン
行
事
、
第
58
回
館
山
観
光
ま
つ
り
館
山
湾
花
火
大
会
（
主
催
、
館
山
観
光
ま
つ

り
実
行
委
員
会
・
石
渡
和
男
委
員
長
）
が
８
月
８
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
２
年
間
開
催
を
見
送
り
、
本
年
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
依
然
と
し
て
感
染
症
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
、
予
防
対
策
の
一
つ
と
し
て
打
上
時
間

を
大
幅
に
短
縮
し
、
観
客
が
蜜
と
な
る
時
間
を
最
大
限
短
く
す
る
な
ど
、
安
全
な
開
催
を
目
指
し
様
々
な
対
応

を
迫
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
打
上
時
間
を
大
幅
に
短
縮

『
第
58
回
館
山
湾
花
火
大
会
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
！

～
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～



会 議 所 だ よ り
（3）令和４年 8 月 10 日

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

〈
第
26
回
館
山
Ｏ
Ｗ
Ｓ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

３
８
０
人
が
出
場
〉

　

７
月
17
日
（
日
）
北
条
海
岸
を

会
場
に
、「
第
26
回
館
山
Ｏ
Ｗ
Ｓ

（
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ

ン
グ
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
３
８
０
人
の
ス
イ
マ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
種
目
で
開
催
さ
れ
た
今
大
会

は
、
一
般
選
手
の
参
加
は
３
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
全
域
か

ら
集
ま
っ
た
ス
イ
マ
ー
が
、
実
施

さ
れ
た
４
種
目
で
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

北
条
海
岸
は
、
出
場
選
手
に
加

え
、
大
会
関
係
者
、
応
援
な
ど
の

人
出
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

〈
た
て
や
ま

海
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
が

館
山
港
周
辺
で
開
催
〉

　

館
山
湾
を
活
用
し
た
海
辺
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
館
山
市
で

は
、
多
く
の
人
々
が
、
海
や
船
に

触
れ
、
海
の
魅
力
を
満
喫
し
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
『
た
て
や
ま
海
ま

ち
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
』
を
７
月

18
日（
月
・
祝
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
海
上
自
衛
隊
、

千
葉
海
上
保
安
部
な
ど
多
く
の
関

係
団
体
の
協
力
に
よ
り
、〝
渚
の

駅
〟
た
て
や
ま
、
館
山
港
を
主
会

場
と
し
て
、
乗
船
体
験
イ
ベ
ン
ト

や
、
ダ
ン
ス
の
披
露
、
工
作
や
展

示
な
ど
が
楽
し
め
る
約
20
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
地
域

住
民
や
観
光
客
な
ど
大
勢
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

☆
☆
☆ 

館
山
観
光
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
報
告 

☆
☆
☆

～
一
部
行
事
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
～



会 議 所 だ よ り
令和４年 8 月 10 日（4）

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

『
新
し
い
資
本
主
義
』
の
支
援
・
促
進
策
で
『
目
詰
ま
り
』
は
解
消
す
る
か

『
新
し
い
資
本
主
義
』
の
支
援
・
促
進
策
で
『
目
詰
ま
り
』
は
解
消
す
る
か

　

６
月
７
日
に
岸
田
政
権
は
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
２　

新
し
い
資
本
主
義
へ

～
課
題
解
決
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン

に
変
え
、
持
続
可
能
な
経
済
を
実

現
～
」（
骨
太
方
針
２
０
２
２
）

と
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
～

人
・
技
術
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ

の
投
資
の
実
現
～
」
を
閣
議
決
定

し
た
。
現
政
権
が
認
識
し
て
い
る

政
策
課
題
の
中
心
は
後
者
の
表
題

に
あ
る
「
人
・
技
術
・
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
へ
の
投
資
の
実
現
」
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
約
２
０

０
０
兆
円[

注
１]

の
家
計
の
金

融
資
産
の
半
分
を
占
め
る
貯
蓄
を

投
資
に
移
行
さ
せ
て
、
金
融
資
産

所
得
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
で
、
賃

金
引
き
上
げ
と
合
わ
せ
て
家
計
所

得
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
と
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
性

化
さ
せ
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ

る
。
た
だ
し
、
意
地
悪
な
見
方
を

す
れ
ば
、
安
倍
政
権
の
積
み
残
し

で
あ
る
成
長
戦
略
に
お
い
て
、
重

要
で
あ
る
が
棚
上
げ
さ
れ
て
い
た

中
長
期
的
な
政
策
課
題
に
新
た
な

表
現
を
使
っ
て
再
度
焦
点
を
当
て

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

中
長
期
的
に
取
り
組
ま
れ
て
も

解
決
に
結
び
付
か
な
い
根
本
的
な

政
策
課
題
に
メ
ス
を
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。「
新
し
い
資
本
主
義
を

実
現
す
る
上
で
の
考
え
方
」
に
あ

る
よ
う
に
「
分
配
の
目
詰
ま
り
を

解
消
し
、さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
」

す
る
こ
と
で
あ
る
。具
体
的
な「
目

詰
ま
り
」
と
し
て
、「
成
長
の
果

実
が
、
地
方
や
取
引
先
に
適
切
に

分
配
さ
れ
て
い
な
い
」

　
「
次
な
る
研
究
開
発
や
設
備
投

資
、
そ
し
て
従
業
員
給
料
に
十
分

に
回
さ
れ
て
い
な
い
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。「
目
詰
ま
り
」
解
消

に
は
「
積
極
的
な
政
策
関
与
」
が

必
要
で
あ
り
、「
賃
金
引
き
上
げ

や
中
小
企
業
へ
の
取
引
の
適
正
化

な
ど
の
フ
ロ
ー
、
教
育
・
資
産
形

成
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
両
面
か
ら
中

間
層
へ
の
分
配
を
進
め
る
」「
今

後
の
人
手
不
足
時
代
に
対
応
し
た

デ
ジ
タ
ル
投
資
な
ど
へ
の
支
援
」

に
よ
っ
て
「
持
続
可
能
な
分
配
を

下
支
え
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
詰
ま
り
を
解
消
す

る
た
め
の
支
援
・
促
進
の
政
策

が
、
過
去
と
同
様
に
今
回
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
も
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
金
融

仲
介
の
役
割
を
担
う
金
融
（
金
融

機
関
と
金
融
・
資
本
市
場
）
の
機

能
の
「
目
詰
ま
り
」
を
解
消
し
、

そ
れ
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り

重
要
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
家

計
の
金
融
資
産
を
所
得
拡
大
の
た

め
に
活
用
す
る
に
は
、
家
計
の
資

金
が
成
長
性
の
高
い
企
業（
産
業
）

に
届
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
あ
る
い
は
産
業
は
持
続
的
な
企

業
価
値
維
持
の
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
新
陳
代
謝
を
高
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
そ
こ
で

は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
重
要

な
役
割
を
担
う
。
た
だ
し
、
成
長

性
の
高
い
企
業
を
見
抜
く
「
目
利

き
能
力
」
と
成
長
性
の
高
い
産
業

構
造
に
変
化
す
る
よ
う
に
新
陳
代

謝
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
金

融
仲
介
機
能
を
向
上
、
高
度
化
さ

せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
を
伴
わ
な
い
支
援
策
・

促
進
策
だ
け
で
は
個
人
投
資
家
は

日
本
の
経
済
成
長
を
見
通
せ
な
い

た
め
、
家
計
の
貯
蓄
か
ら
資
産
形

成
へ
の
移
行
は
進
ま
ず
、
逆
に
財

政
の
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
「
目

詰
ま
り
」
を
ひ
ど
く
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。

　

他
方
、
直
近
30
年
間
（
１
９
９

２
～
２
０
２
１
年
）
で
は
、
米
国

は
年
率
名
目
４
．
５
％
の
経
済
成

長
で
、
米
国
家
計
の
金
融
資
産
は

６
．
３
倍
に
増
え
た
が
、
日
本
の

経
済
成
長
は
年
率
０
．
３
％
程
度

で
家
計
金
融
資
産
は
２
倍
に
な
っ

た
に
す
ぎ
な
い
。
約
２
０
０
０
兆

円
と
い
う
莫
大
な
家
計
の
金
融
資

産
を
経
済
成
長
の
た
め
に
活
用
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
深
刻
な
問
題

と
い
え
よ
う[

注
２]

。
確
か
に
、

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
、
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の
抜
本
的
な
拡
充
な
ど
の
貯

蓄
か
ら
資
産
形
成
の
移
行
を
促
進

す
る
政
策
も
重
要
で
あ
る
が
、
金

融
仲
介
を
健
全
に
機
能
さ
せ
、
高

度
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
一
層

重
要
で
あ
ろ
う
。（
６
月
17
日
執

筆
）

[

注
１] �

日
本
銀
行
「
２
０
２
１
年
第
４

四
半
期
資
金
循
環
（
速
報
）」

で
は
、
21
年
12
月
末
時
点
の

家
計
金
融
資
産
は
２
０
２
３

兆
円
、
現
金
・
預
金
は
１
０
９

２
兆
円
。

[

注
２] �

鈴
木
準
「
家
計
金
融
資
産
２

０
０
０
兆
円
超
え
が
突
き
つ
け

る
課
題
」
大
和
総
研
調
査
季

報
２
０
２
２
年
春
季
号

株
式
会
社
大
和
総
研

　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　
　

内
野　

逸
勢



会 議 所 だ よ り
（5）令和４年 8 月 10 日

地方税ポータルシステム『ｅＬＴＡＸ』を利用すれば、法人県民税・事業税の地方税も、
インターネット経由で電子申告、電子申請・届出及び電子納税を行うことができます。
千葉県では、既に７０％以上（令和４年３月末現在）の法人の皆さまに『ｅＬＴＡＸ』

による電子申告をご利用いただいております。
『ｅＬＴＡＸ』の利用開始や具体的な利用方法等に関する詳細は、地方税共同機構が運

営する『ｅＬＴＡＸホームページ』をご確認ください。

法人県民税・事業税の電子申告・納税は、

をぜひご利用ください。

申申告告・・届届出出・・納納税税
ははネネッットトがが便便利利

ｅＬＴＡＸイメージキャラクター
「エルレンジャー」

詳しい情報は、ｅＬＴＡＸホームページをご覧ください。

hhttttppss::////wwwwww..eellttaaxx..llttaa..ggoo..jjpp//
ご不明な点は、ｅＬＴＡＸホームページの「よくあるご質問」をご覧ください。

hhttttppss::////eellttaaxx..ccuusstthheellpp..ccoomm//

【お問合せ先】千葉県館山県税事務所 課税課 ☎0470-22-7117
＊＊＊皆様のご理解とご協力をお願いします。＊＊＊

千葉県

　

日
本
商
工
会
議
所
は
6
月
30

日
、
６
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ（
早
期
景
気
観
測
）調
査
結
果
を

発
表
し
た
。６
月
の
全
産
業
合
計

の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
20
・
３
と
前
月

比
で
０
・
１
㌽
改
善
し
、先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
20
・
８（
今
月
比

マ
イ
ナ
ス
０
・
５
㌽
）。円
安
の
急

伸
や
資
源
・
資
材
価
格
の
高
騰
に

よ
っ
て
増
加
し
た
コ
ス
ト
に
対
す

る
価
格
転
嫁
の
遅
れ
や
、
資
材
供

給
の
乱
れ
な
ど
中
小
企
業
の
収
益

回
復
の
足
か
せ
要
因
は
多
く
、
先

行
き
も
、
物
価
高
の
長
期
化
懸
念

か
ら
、厳
し
い
見
方
が
続
く
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
６
月
結
果
で

は
、
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

20
・
３
（
前
月
比
プ
ラ
ス
０
・
１

㌽
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
沈
静

化
と
需
要
喚
起
策
に
よ
り
飲
食
・

宿
泊
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
業
況

が
改
善
、
住
宅
関
連
の
民
間
工
事

が
堅
調
に
推
移
し
た
建
設
業
で
も

業
況
が
改
善
し
た
。

　

活
動
制
限
の
緩
和
か
ら
３
カ
月

が
経
過
し
、
日
常
生
活
へ
の
回
復

が
見
ら
れ
る
一
方
、資
源
・
資
材
価

格
の
高
騰
継
続
や
資
材
供
給
の
乱

れ
、
円
安
に
よ
る
輸
入
物
価
の
上

昇
な
ど
に
よ
り
、
小
売
業
で
は
業

況
が
横
ば
い
に
と
ど
ま
り
、
製
造

業
や
卸
売
業
で
は
業
況
が
悪
化
に

転
じ
た
。業
種
を
問
わ
ず
コ
ス
ト

増
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
価
格
転
嫁

は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
な

い
。中
小
企
業
の
景
況
感
は
コ
ス

ト
増
が
重
荷
と
な
り
、
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
っ
た
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
20
・

８（
今
月
比
▲
０
・５
㌽
）。需
要
喚

起
策
の
拡
大
や
水
際
対
策
の
緩
和

に
伴
う
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入

れ
再
開
で
売
上
回
復
へ
の
期
待
感

が
高
ま
る
一
方
、
物
価
高
に
よ
る

消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
危
惧
す

る
声
が
サ
ー
ビ
ス
業
や
小
売
業
で

LOBO
6月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い

業
況
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い

～
コ
ス
ト
増
が
重
荷
に
～

～
コ
ス
ト
増
が
重
荷
に
～

多
く
聞
か
れ
た
。

　

業
種
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
住
宅

関
連
の
民
間
工
事
受
注
数
が
堅
調

な
建
設
業
と
需
要
喚
起
策
に
よ
る

人
流
の
回
復
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
改

善
。一
方
で
、中
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
よ
る
半
導
体
な
ど
の
部
材
供

給
不
足
、対
露
制
裁
に
よ
る
資
源
・

資
材
・
燃
料
価
格
の
高
騰
に
伴
う

輸
送
費
の
上
昇
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
代

な
ど
の
コ
ス
ト
増
、
円
安
に
よ
る

仕
入
れ
コ
ス
ト
増
な
ど
の
指
摘
が

あ
っ
た
製
造
、卸
売
、小
売
の
３
業

種
で
悪
化
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、北
海
道
、東

北
、中
国
で
改
善
も
、関
西
、九
州

は
横
ば
い
。関
東
、
東
海
、
四
国
は

悪
化
と
地
域
に
よ
っ
て
景
況
感
に

ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。



会 議 所 だ よ り
令和４年 8 月 10 日（6）

「小規模事業者持続化補助金」
が使いやすくなりました

地域を支える小規模事業者の皆様へ
小規模事業者※1等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を受けながら取り組む販路開拓
等の取組を支援

　補助額：上限50～200万円
　補助率：2/3※2
　補助対象：チラシ作成、広告掲載、店舗改装など

類型 通常枠

特別枠
成長・分配強化枠 新陳代謝枠

インボイス枠賃金
引上げ枠 卒業枠 後継者

支援枠 創業枠

補助率 2/3
2/3

※2（赤字事業者
は3/4）

2/3

補助上限 50万円 200万円 100万円

追加
申請要件 ― 下記をご確認ください

※1　�常時使用する従業員数が「 商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）」の場合    5人以下、それ以
外の業種の場合20人以下である事業者

●特別枠の拡充　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は事務局HPに掲載の公募要領をご覧ください。

★賃金引上げ枠：地域別最低賃金より+30円以上とした事業者（赤字事業者は補助率を3/4に引上げ。）
★卒　業　枠：常時使用する従業員を増やし、小規模事業者の従業員数を超えて規模を拡大する事業者
★後継者支援枠：将来的に事業継承を行う予定で、アトツギ甲子園のファイナリストになった事業者
★創　業　枠：「特定創業支援等事業」による支援を過去3年の間に受け、かつ、過去3年の間に開業した事業者
★インボイス枠：�2021年9月30日～2023年9月30日の課税期間で一度でも免税事業者であった、又は免税事業者で

あることが見込まれる事業者のうち、インボイス発行事業者に登録した事業者

●スケジュール
　応募締切：2022年9月20日(火) (第9回受付締切) 　【当日消印有効】
　応募方法：jGrantsによる電子申請／郵送による申請　
	 ※jGrantsによる電子申請は現在準備中です
	 ※電子申請に必要なGビズIDプライムアカウントの発行には、一定の期間がかかりますので、
	 　電子申請をお考えの方は、先にアカウントを発行することをお勧めします。
	 ※郵送先及び電子申請の申請先は、公募要領をご確認ください。

●お問い合わせ
    電話番号：03－6632－1502(商工会議所地区　補助金事務局)
    受付時間：9:00～12:00、13:00～17:00(土日祝日、年末年始除く)
    事務局HP：https://r3.jizokukahojokin.info/



会 議 所 だ よ り
（7）令和４年 8 月 10 日

ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応するための
企業の思い切った事業再構築を支援

【対象】
新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編又はこれらの取組を通じた規模の拡大等、思い切っ
た事業再構築に意欲を有する、以下の要件をすべて満たす中小企業等の挑戦を支援します！

必
須
申
請
要
件

１．2020年4月以降の連続する6か月間のうち、任意の3か月の合計売上高が、
　　コロナ以前（2019年又は2020年1～3月）の同3か月の合計売上高と比較して
　　10％以上減少していること。
　　※上記を満たさない場合には、次の項目を満たすことでも申請可能。
　　　2020年4月以降の連続する6か月間のうち、任意の3か月の合計付加価値額がコロナ以前の
　　　同3か月の合計付加価値額と比較して15％以上減少していること。

２．事業計画を認定経営革新等支援機関や金融機関と策定し、一体となって事業再構築に取り組む。

３．補助事業終了後3～5年で付加価値額の年率平均3.0％（一部5.0％）以上増加、
　　従業員1人当たり付加価値額の年率平均3.0％（一部5.0％）以上増加の達成。

申請類型 補助額 補助率

通常枠
　従業員数20人以下	 100万円～2,000万円

21～50人	 100万円～4,000万円
　 51～100人	 100万円～6,000万円
　 101人以上	 100万円～8,000万円

中小企業2/3
（6,000万円超は1/2）
中堅企業1/2

（4,000万円超は1/3）

大規模賃金引上枠 　従業員数101人以上	 8,000万円～1億円

中小企業2/3
（6,000万円超は1/2）
中堅企業1/2

（4,000万円超は1/3）
回復・再生応援枠 　従業員数5人以下	 100万円～500万円

6～20人	 100万円～1,000万円
　 21人以上	 100万円～1,500万円

中小企業3/4
中堅企業2/3最低賃金枠

グリーン成長枠 　中小企業：100万円～1億円
　中堅企業：100万円～1.5億円

中小企業1/2
中堅企業1/3

緊急対策枠
　従業員数5人以下	 100万円～1,000万円

6～20人	 100万円～2,000万円
　 21～50人	 100万円～3,000万円
　 51人以上	 100万円～4,000万円

中小企業3/4（※1）
中堅企業2/3（※2）

(※1)　�従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を
超える部分は2/3

(※2)　�従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を
超える部分は1/2

　
【開　始　時　期】第7回公募  7月1日～9月30日（申請受付は調整中）
【お問い合わせ】事業再構築補助金事務局コールセンター ☎0570-012-088
                      　　　 IP電話等からは☎03-4216-4080
                       　　　受付時間：9:00～18:00（日・祝日は除く）
※詳細は事業再構築補助金事務局ホームページをご確認ください。
『事業再構築補助金事務局HP』https://jigyou-saikouchiku.go.jp/

※申請には、「GビズIDプライムアカウント」の取得が必要です。発行に時間を要する場合がありますので、未取得の方は、
速やかに利用登録を行ってください。
➡https://www.jgrants-portal.go.jp/
※認定経営革新等支援機関をお探しの際は、検索システムをご活用ください。
➡https://ninteishien.force.com/NSK_CertificationArea

事業の再構築に挑戦する皆様へ

事業再構築補助金事務局HP



会 議 所 だ よ り
令和４年 8 月 10 日（8）

　

当
所
の
飲
食
・
観
光
・
衛
生
業

部
会
（
部
会
長　

館
石
正
文
）
で

は
、７
月
１
日（
金
）に（
仮
称
）「
た

て
や
ま
海
自
カ
レ
ー
」
事
業
説
明

会
、
同
月
11
日
（
月
）
に
試
食
説

明
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
13
名

と
17
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
「
海
上
自
衛
隊
第
21
航
空
群
館

山
航
空
基
地
」
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
館
山
航
空
基
地
に
て
毎
週
金

曜
日
の
昼
食
と
し
て
提
供
さ
れ
て

い
る
カ
レ
ー
を
、「
た
て
や
ま
海

自
カ
レ
ー
（
仮
称
）」
と
し
て
会

員
事
業
者
と
と
も
に
地
域
独
自

の
、
地
域
な
ら
で
は
の
商
品
と
し

て
開
発
す
る
た
め
、
１
日
（
金
）

に
海
自
カ
レ
ー
の
歴
史
や
特
徴
の

説
明
を
、
11
日
（
月
）
に
は
実
際

に
館
山
航
空
基
地
の
昼
食
で
提
供

　

人
と
の
関
わ
り
が
変
化
し
て
久

し
い
生
活
の
中
で
、
孤
立
感
、
孤

独
感
か
ら
心
身
の
不
調
に
陥
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
不
安
感
、
恐

怖
感
、
焦
燥
感
、
や
る
気
の
喪
失
、

集
中
力
の
欠
如
、
気
分
の
落
ち
込

み
な
ど
を
訴
え
る
人
が
多
く
、
ま

た
、疲
れ
や
す
さ
や
体
の
だ
る
さ
、

睡
眠
障
害
な
ど
が
顕
在
し
て
い
ま

す
。

　

少
し
ず
つ
以
前
の
生
活
に
戻
る

兆
し
も
見
え
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
強
い
ら
れ
た
制
限
の
あ
る
生
活

様
式
は
習
慣
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

元
に
戻
す
こ
と
も
難
し
い
の
が
現

実
で
す
。

　

こ
の
状
況
下
で
は
誰
し
も
が
少

な
か
ら
ず
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
同
じ
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
そ
の
感
じ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
例
え
ば
、
コ
ッ
プ
に
水
が
半

分
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
、「
ま

だ
半
分
あ
る
」（
か
ら
大
丈
夫
）

と
感
じ
る
人
と
、「
も
う
半
分
し

か
な
い
」（
か
ら
大
変
だ
）
と
感

じ
る
人
が
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
前
者
に
は
ゆ
と
り
が
あ
り

ま
す
が
、
後
者
は
焦
り
と
不
安
が

増
し
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
感
じ

方
の
違
い
は
、
日
々
の
生
活
の
状

況
や
置
か
れ
た
環
境
に
影
響
さ
れ

ま
す
が
、
根
本
的
に
は
個
人
的
な

価
値
観
が
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

後
者
の
不
安
に
な
り
や
す
い
傾
向

に
あ
る
人
は
、
責
任
感
が
強
く
て

几
帳
面
、
真
面
目
な
人
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
不
安
定
に

陥
り
や
す
い
の
は
、
人
と
の
接
触

が
極
端
に
減
っ
て
い
る
と
き
で

す
。
人
は
「
話
す
こ
と
」
に
よ
っ

て
自
分
の
気
持
ち
を
あ
る
程
度
整

理
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
マ
ス
ク

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が

求
め
ら
れ
る
今
は
、
会
話
は
最
小

限
で
終
わ
ら
せ
る
、
な
る
べ
く
人

に
は
話
し
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
気
持

ち
を
人
と
共
有
す
る
ゆ
と
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
職
場
で
の
ち
ょ
っ
と

し
た
集
ま
り
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

異
動
や
転
職
後
、
相
手
が
ど
ん
な

人
か
ま
る
で
分
か
ら
ず
、
雑
談
も

で
き
な
い
と
い
い
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
画
面
越
し
に
し
か
会
わ
な

い
場
合
は
、
年
齢
す
ら
推
定
で
し

か
な
く
、
共
通
の
話
題
を
探
る
糸

口
さ
え
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、

気
持
ち
は
ど
ん
ど
ん
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
方
向
に
傾
い
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ど
ん
な
形
で
も
よ
い

の
で
、
人
と
話
す
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
す
。“
話
す
こ
と
”
で
、

自
分
の
気
持
ち
や
自
分
に
起
き
た

出
来
事
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
家
族
や
友
人
だ

け
で
な
く
、
会
社
の
同
僚
や
仕
事

関
係
者
、
ま
た
緩
く
つ
な
が
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
で
の
会
話

が
で
き
る
と
効
果
的
で
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
気
分
の
落
ち

込
み
が
激
し
い
人
の
場
合
は
、
情

報
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
往
々
に
し

て
人
は
不
安
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

情
報
を
欲
す
る
も
の
で
す
が
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
情
報
に
触
れ
過
ぎ
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　

代
表
理
事　
　

大
野　

萌
子

さ
れ
て
い
る
カ
レ
ー
を
試
食
し
、

多
く
の
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
辛
い
カ
レ
ー

は
苦
手
だ
が
、
海
自
カ
レ
ー
は
ス

パ
イ
シ
ー
な
の
に
辛
さ
は
ち
ょ
う

ど
よ
く
美
味
し
か
っ
た
。」「
全
体

的
な
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
ご
飯
が

進
む
」「
館
山
な
ら
で
は
、
館
山

航
空
基
地
な
ら
で
は
の
具
材
、
盛

り
付
け
を
し
て
は
ど
う
か
」
と

い
っ
た
感
想
や
意
見
が
上
が
っ

た
。

　

今
後
は
、参
加
事
業
者
を
募
り
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
決
め
な
が
ら
年

内
の
商
品
化
を
目
指
す
。
商
品
開

発
は
、
館
山
航
空
基
地
の
方
々
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
事
業
者
同

士
で
意
見
交
換
を
行
い
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
仮
称
）「
た
て
や
ま
海
自
カ
レ
ー
」

事
業
説
明
会
・
試
食
説
明
会
を
開
催

「
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
会
話
の
ス
ス
メ
」

試食説明会（7月11日）

事業説明会（7月1日）


